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１. はじめに
栃木県日光市にある歴史的木造建造物において、木材害虫の一種であるシバンムシ類による
甚大な被害が多く報告されており1～6)、文化財保存の観点から効果的な殺虫処理方法の模索が
行われてきた。従来、殺虫処理方法としては薬剤を用いたガス燻蒸が実施されてきたが、ガス
燻蒸には環境や人体に及ぼす潜在的なリスクがあり、近年では代替手法の確立が求められてい
る。
このような背景のもと、欧州を中心に木質文化財を熱によって殺虫する技術が進展してきた。
55℃～60℃の温度で1～8時間処理するとすべてのライフステージの害虫が殺虫できることが明
らかとなっている7,8)。ただし、相対湿度を制御せずに木材に熱を加えてしまうと、木材の含
水率が急激に低下し、割れや変形を起こす可能性がある。そのため、木材の平衡含水率曲線に
応じた相対湿度の調整を行い、木材の含水率を一定に保ちながら昇温・降温を行うという殺虫
処理方法の技術が開発されている9,10)。
日本においては、2017年11月に日光山輪王寺飛地境内（中禅寺）愛染堂（以下、愛染堂とす
る）、2018年9月に日光山輪王寺飛地境内（中禅寺）鐘楼（以下、鐘楼とする）に対し、この技
術による検証的な殺虫処理が実施され、これが国内初の適用事例となった11～14)。その後、国
内第3例目となる処理が彩色・漆研修用の一間社において行われた15,16)。この3例を通じて湿
度制御温風処理の方法が確立された。さらに、2023年には輪王寺護法天堂、2024年には東照宮
御仮殿鐘楼といった重要文化財を対象に本処理が実施された。
本研究では、最初に実施された愛染堂・鐘楼において、湿度制御温風処理後のシバンムシ類
の外部からの飛来や侵入、定着の可能性を検討するために経時的に生物生息調査を実施してい
る。本報では2022年および2025年に実施した粘着式トラップによる生息調査結果を報告する。

２. 実験方法と試料
２－１. 捕虫テープによる甲虫類の生息調査
2022年と2025年に捕虫テープを用いた生息調査を実施した。捕虫テープは市販のハエとりリ
ボン（株式会社 SHIMADA、50 mm ×700 mm）を使用した。捕虫テープの設置期間につい
ては、既報12,13)をもとに愛染堂・鐘楼ともに6月1日〜8月31日とし、合計92日間捕虫テープを
設置した。捕虫テープの設置箇所については、愛染堂を図1、鐘楼を図2に示す。まず愛染堂に
ついては、小屋裏に22本、室内左右に20本ずつ、壇上幕後に20本、地袋に20本の合計102本のテー
プを設置した。次に鐘楼については、小屋裏に40本、上層に108本、下層に68本の合計216本の
テープを設置した。
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２－２. 昆虫の集計について
設置期間終了後、回収した捕虫テープに捕獲された昆虫の同定と個体数の集計を行った。捕
虫テープに捕獲された昆虫のうち、甲虫類についてはヘキサンで剥離し80％エタノール中に保
存した。昆虫の形態観察には実体顕微鏡 Leica MZ12.5を使用した。

３. 結果
捕虫テープによる捕獲調査の結果と過去の湿度制御温風処理前後に行われた調査と合わせて
表1、2に示す。
まず愛染堂については、過去に行われた調査において処理前の2017年にはエゾマツシバンム
シ Hadrobregmus pertinax が2個体、アカチャホソシバンムシ Oligomerus japonicus が50個体
捕獲され、処理後の2018年にはエゾマツシバンムシが3個体、チビキノコシバンムシ
Sculptotheca hilleri が1個体捕獲されたと報告されている12)。それに対して今回実施された調
査の結果、2022年の調査ではチビキノコシバンムシが1個体捕獲され、2025年の調査ではエゾ
マツシバンムシが5個体捕獲された。
次に鐘楼については、過去に行われた調査において処理前の2018年にはエゾマツシバンムシ
が47個体、アカチャホソシバンムシが1個体捕獲され、処理後の2019年にはエゾマツシバンム
シが1個体捕獲されたと報告されている13)。それに対して、今回実施された調査の結果、2022
年にはエゾマツシバンムシが1個体捕獲され、2025年の調査ではシバンムシ類は捕獲されなかっ
た。
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図１ 愛染堂の生息調査の様子 A：外観、B：室内右の捕虫テープ、C：捕虫テープ設置個所



４. 考察・まとめ
捕獲調査の結果、愛染堂・鐘楼のいずれにおいても、シバンムシ類の大規模な発生は確認さ
れなかった。しかし、処理後においてもチビキノコシバンムシ、アカチャホソシバンムシ、エ
ゾマツシバンムシが捕獲されていることから、森林や近隣の建造物といった周辺環境から一定
数のシバンムシ類の飛来があると考えられる。一方で、2025年には愛染堂でエゾマツシバンム
シが5個体捕獲されており、これは懸念すべき兆候である。小峰らの研究12,13)から、湿度制御
温風処理によって木材内部のシバンムシ類はすべて駆除できていると考えられる。近隣には湿
度制御温風処理が実施されていない建造物も存在することから、外部から飛来してきた可能性
も否定できない。しかし、経験的には同じ建造物内のトラップで同種が5個体捕獲された場合、
内部への定着の可能性を想定する必要があり、再発生のリスクが高まりつつあると考えられる。
湿度制御温風処理は、ガス燻蒸の代替となりえる画期的な手法であり、ガス燻蒸と比べると
環境への負荷が少なく、安全性が高い。一方で、木材内部の害虫を確実に駆除できるものの、
残効性を持たない点はガス燻蒸と同様である。そのため、処理後に外部から侵入してくる害虫
類に対しては忌避効果や殺虫効果を持つものではなく、湿度制御温風処理とは別に予防管理方
法の検討が求められる。湿度制御温風処理の処理間隔や予防管理方法を検討する上でも、本研
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図２ 鐘楼の生息調査の様子 A：外観、B：上層の捕虫テープ、C：捕虫テープ設置個所



究のような事例調査は重要であり、今後の経時的な生息調査においてシバンムシ類の侵入状況
や再発状況を継続して注視していく必要があると考えられる。
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表１ 愛染堂の生息調査の結果

2017年＊ 2018年＊ 2022年 2025年
シバンムシ類
チビキノコシバンムシ 1 1
アカチャホソシバンムシ 50
エゾマツシバンムシ 2 3 5

その他の甲虫類
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ヒョウホンムシ科 温
ハネカクシ科 風
ホタル科 処
オオキノコムシ科 理 1
ゾウムシ科
オサムシ科 1
カミキリムシ科 1
キスイムシ科
コガネムシ科
テントウムシ科
マルハナノミ科
キクイムシ科
＊：2017年、2018年のデータは、小峰ら（2019）より引用12)
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表２ 鐘楼の生息調査の結果

2018年＊ 2019年＊ 2022年 2025年
シバンムシ類
チビキノコシバンムシ
アカチャホソシバンムシ 1
エゾマツシバンムシ 47 1 1

その他の甲虫類
ハナノミ科 6 12 10 11
カツオブシムシ科 6 8 7
コメツキムシ科 2 湿 5 6 13
ジョウカイボン科 1 度 16 14 12
ハムシ科 1 制 1 5 12
ゴミムシダマシ科 御 1 3 10
オサムシ科 2 温 3 6 5
ヒョウホンムシ科 風 7 1
ハネカクシ科 処 1 3
ホタル科 理 2
オオキノコムシ科 1
ゾウムシ科 4 1
カミキリムシ科 3
キスイムシ科 2
コガネムシ科 1
テントウムシ科 1
マルハナノミ科 1
キクイムシ科 1
＊：2018年、2019年のデータは、小峰ら（2020）より引用13)
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Temporal Evaluation of Reinfestation Risk of Anobiid
Beetles after Humidity-Controlled Warm-Air Treatment

SHIMADA Megumi, TODOROKI Takeru, NIKI Manami, HOMMA Yurina＊,
HARADA Masahiko＊＊, FUJII Yoshihisa＊＊＊ and SATO Yoshinori

Damage caused by anobiid beetles had been observed at historic wooden buildings in
Nikko, Tochigi Prefecture. As a control measure, humidity-controlled warm-air treatment
was applied to Aizendo in 2017 and to the Shoro (bell tower) in 2018, both of which are located at
Chuzenji Temple. This was the first time that this treatment had been used in Japan.
Ongoing monitoring has been conducted to evaluate how long it takes for anobiid beetles to
reinfest the treated structures. This report presents the results of monitoring surveys
conducted in 2022 and 2025.
Monitoring was conducted using ribbon sticky traps, as in previous surveys. The results

of monitoring surveys show that no large-scale infestations occurred at either Aizendo or the
Shoro. However, a few anobiid beetles (Sculptotheca hilleri, Oligomerus japonicus, and
Hadrobregmus pertinax) were captured after treatment, suggesting that they likely originated
from nearby forests or surrounding buildings. Additionally, five individuals of Hadrobregmus
pertinax were captured at Aizendo during the 2025 survey, suggesting that an increased risk of
reinfestation may be emerging.
Humidity-controlled warm-air treatment is effective for eliminating insects within wood

components, but it doesn’t provide repellent effects or residual insecticidal effects. Long-term
monitoring is required to assess future reinfesting risks of anobiid beetles.
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